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今日ここに入学式を迎えられた新入生の皆さんに対
し、東京大学を代表して心から歓迎の意を表します。大
学の大きな財産の一つは若い新しい力を毎年迎え入れる
ことができるという点にあります。皆さんを迎え入れる
ことによって新しい生命を手に入れることができたとい
う意味で、今日は東京大学にとっても誠に喜ばしい日で
あります。
さて皆さんが入学した東京大学はどういう大学でしょ

うか。過日のある報道によれば、自然科学系論文がどれ
だけ引用されたかという観点からこの十年余りの世界の
大学等の実績を見たところ、東京大学は日本では一位、
世界全体でも十六位であるとのことでした。また物理学
では世界第一位、化学では世界第二位ということです。
実際、東京大学はこの十年余り世界の自然科学系の専門
誌への論文数の発表において世界第二位を堂々と維持し
ており、この結果は特別驚くには当たりません。このこ
とは東京大学が単に入学試験の難しい大学に止まらず、
世界の大学の中で高い評価を受けていることを示してい
ます。皆さんのような若い力が加わることによって、更
に一層の前進が行われるよう、強く期待しております。
現在の日本では年齢性別の違いを超えて、多くの人々

がそれぞれに人生の新たな突破口と社会の新たな展望を
発見しようと日夜懸命の努力を続けています。これはい
わばどこに解があるか分からない、際限のない努力と競
争の世界です。皆さんは今日を境にして見慣れた受験勉
強の世界に決別し、現実の世界に片足を入れました。逆
にいえば、もう数年の間はこの世界に両足を入れずに勉
学やさまざまな活動を通して自己を改めて確かめ、自由
に自らを鍛える余裕を与えられたということです。ある
いは、将来にわたって重要な意味を持つ習慣を身につけ、
その後の人生にとって確固たる基盤を作り上げるべき時
期に当たります。これは人生において貴重なそして贅沢
な時間であり、それをどう有効に活用すべきかについて、
早速にもそれぞれに戦略を練っていただきたい。
ところで昨年、私は学生表彰制度、通称、総長賞とい

うものを創設しました。これは学部学生と大学院生双方
を対象にし、課外活動及び勉学・研究において目覚しい
活躍を示した学生を総長が表彰するものです。昨年度、
10件の個人及び団体が表彰されました。こうした制度を
設けることについてはさまざまな議論がありました。課
外活動について表彰することには異論がないにしても、
勉学や研究について表彰するといったことには躊躇を感

ずるという強い意見もありました。確かに、全ての学生
の勉学や研究についての完全な情報に基づいて判断を下
すなどということは不可能なことです。しかし、「東大
生の全ては同じように勉強している」とか、「同じよう
に勉強ができる」といった議論は実態とは全くかけ離れ
たものであり、現実を隠蔽するものであることをわれわ
れはよく知っています。下手をすれば、そうした議論は
怠けている学生の利益に奉仕するものにもなりかねませ
ん。
こうした議論の末に昨年度この制度を導入しました

が、私にとって何よりも嬉しかったのは東大の学生達の
中に如何に素晴らしい活動を送っている学生がいるか、
それを具体的に知ることができたことです。昨年は最初
でしたからそのほんの一部が浮上したに過ぎないでしょ
うが、それでも東大の学生に対する私の自信と信頼を裏
付けるのに充分な内容を持つものでした。例えば、最年
少で七大陸の最高峰を制覇した学部学生がいるかと思え
ば、大学院生の中には国際的に最先端の研究をして注目
されたり、高く評価されている国際的な賞を受賞したり、
有名な国際的専門誌に論文を発表している学生も珍しく
ありません。また、今日の入学式に参加している運動会
応援部の皆さんのように、度重なる敗戦にもめげずに
黙々と応援というその任務を果たし続ける学生達もおり
ます。恐らく審査委員会は私に受賞者の数を増やしても
らいたいと思っているに違いありません。
ここで私が申し上げたいのは、皆さんが「他の誰もし

ないことに挑戦する」気持ちで学生生活を送ってもらい
たいということです。この四年間の学生生活はこうした
挑戦が許される人生で例外的な時期に該当します。失敗
しても人生において致命傷を負うことにはなりません。
そして、四年後にその挑戦の意味をはっきりと総括でき
るような生活を今日から心がけていただきたい。思い起
こせば、受験勉強こそは正に「他の人と同じことをする」
典型的な活動形態です。受験勉強から解放されたからと
気を許しているうちに、「他の人と同じことをする」と
いう習慣から本当の意味で自由になるチャンスを失い、
漠然とした方向喪失感の中で学生生活を送った人々が如
何に多かったかを考えてみていただきたい。
そこで次に認識してもらうべきは、この受験勉強とい

うものが如何に狭い意味での競争でしかなかったか、如
何に自分のことにしか関心を向けない競争であったかを
正確に認識することです。それは人生そのものと比較し

特別記事�

東京大学総長　佐々木　毅
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特定の組織にその持てる全てのエネルギーを捧げて一生
懸命尽くせば社会全体は巧く行くという漠然とした信仰
が支配していました。部分部分が巧く機能すれば全体は
巧く機能するという「見えざる手」へのこの信仰は、結
局のところ、狭い関心しか持たない、狭い範囲でしか通
用しない人間を大量に作り出しただけでした。自分の属
する組織のことについては巧みな判断が出来ても、一歩
その外に出て公共的事柄を扱う場面に直面すると準備が
全くないというわけです。かくして、公共的事柄を扱う
活動と人材は貧弱になり、成り行き任せでしか動かなく
なりました。このように公共的な事柄に対する無関心は
手酷い報いを受けることになったのですが、皆さんには
こうした過ちは繰り返してもらいたくありませんし、ま
た、皆さんの世代にはこうした過ちを繰り返す余裕もな
いと思います。
皆さんが本当に自らを大切にしたいと考えるならば、

公共の事柄に対して関心を抱いてもらう必要がありま
す。何故ならば、皆さん一人一人が社会の中で生活し、
活動していく以上、それを支える条件としての公共的世
界のあり方は常に関心の対象であり続けなければならな
いはずだからです。そして曖昧な根拠に基づく希望的観
測で公共の事柄を扱うことなく、常に合理的に取り扱う
習慣を若い時代から身につけることは特に大切です。合
理的な思考をする習慣のない国民の間から良質なリーダ
ーが誕生することは決してありません。
新入生の皆さん、今や世界も日本も大きな転換期にさ

しかかっています。過去の経験や常識が通用しないこと
がますます多くなるでしょうし、通り一遍のマニュアル
で生きていける時代ではなくなるでしょう。逆にいえば、
それぞれの人間の持っている全人格的な力、その知的･
道義的エネルギーの総体が問われる時代に入っていきま
す。これは小手先では対応できない時代になるというこ
とを意味します。これに敢然と立ち向かいそこで新たな
遺産を後世に残せるような強固な頭脳と研ぎ澄まされた
意志を持つよう皆さんそれぞれに鍛錬していただきた
い。そして、皆さんの中から一人でも多くの優れたリー
ダーと公共的な事柄に合理的に取り組む市民的エリート
が誕生することを私は心から祈っております。
皆さんはそれぞれに大変な潜在的なエネルギーを持っ

ています。それを皆さん一人一人がこの四年間に充分に
発揮し、是非とも自分の可能性と力量を見極めていただ
きたいと思います。これはある意味で自分との闘いです
が、それを一度通過することがこの四年間の最も大事な
課題になります。東京大学には優れた施設が沢山ありま
すし、優れた人材が数多くおります。それを十分に活用
してこの課題と取組んでいただきたい。今日、私たちは
アカデミック・ガウンを着用しておりますが、四年後に
は皆さんがこの課題を成し遂げ、アカデミック・ガウン
を着て清々しい気持ちで卒業式に出席できるよう祈っ
て、私の式辞と致します。

平成十五年（二○○三年）四月十一日

た場合、実に例外的な、片隅の競争でしかありません。
誰にも分かることですが、こうした例外的な片隅の競争
しか知らない人々を幾ら寄せ集めてもまともな社会は出
来ませんし、そうした人間は社会にとってむしろ有害で
ある可能性さえあります。実際、立身出世主義と結びつ
いた粗雑なエリート意識は正に「百害あって一利なし」
です。
しかしながら、どの社会もリーダーを必要とし、それ

も優れたリーダーを必要としています。そしてどのよう
にしてこうしたリーダーを育てるのかは何時の世におい
ても尽きることのない議論の対象となってきました。私
の専門である政治学においてこれは数千年来のテーマで
す。こうした中でこの数十年余りの日本社会はこのこと
に真剣な注意を払わない、実に気楽で珍しい社会でした。
ここでは全ては成り行き任せで行なわれてきました。あ
るいは粗雑なエリート意識の弊害にうんざりしてしま
い、議論することすら受け入れない粗雑な反エリート意
識に冒されてしまったように見えます。いずれにせよ、
われわれはこの粗雑なエリート意識と粗雑な反エリート
意識との悪循環によって支配され、結果として人材の払
底もここまできたかという実感に毎日苛まれています。
ここには深い闇があります。これこそ自業自得、自縄自
縛に他なりません。
皆さんの中には将来社会のリーダーになろうという意

欲を持っている人が少なからずいると思います。私はそ
のことを大変嬉しく思いますし、そうした希望が叶うこ
とを祈っております。しかし忘れてならないことは、リ
ーダーになろうとすることは報われないことを覚悟で人
一倍大きな責任を負うことを引き受けることができる、
それを厭わない人間であるということを当然に前提にし
ています。彼らは私利私欲にしか興味のない人間のいわ
ば対極に位置し、物質主義者とは異なる精神的な貴族主
義を内に秘めた人間でなければなりません。従って、こ
うした人間は正に社会の財産であるという言い方もでき
るわけです。そういう覚悟をもってリーダーたらんとす
る人は弛まぬ努力によって自らを内面外面双方にわたっ
て鍛えていただきたいと思います。
しかし、このような意味での真のリーダーを目指すだ

けの条件を自分は持っていないという人もいることでし
ょう。そういう人はせめて良質なリーダーの良質な支持
者になる努力をする義務と必要があります。これは公共
的な事柄に対する無関心は必ずや手酷い報いを受けると
いうわれわれの経験から学んだ点です。かつて日本では

合唱する新入生
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東京大学に入学された新入生の皆さんに、心からお祝
いを申し上げます。また、新入生の御家族の皆さんや関
係者の皆様方にもお慶びを申し上げます。
東京大学は日本で最も伝統と歴史をもつ大学で、皆さ

んの先輩である卒業生達は日本のみならず世界各地の
様々な分野で活躍してきました。その東京大学に入学さ
れた皆さんにまず申し上げておきたいことは、昨今の国
内外の学問・社会・経済・政治等の情勢の大きな変化の
中で、大学も大きく変わろうとしていることです。
東京大学も今、大きな変革の時を迎えています。東京

大学は新しく「東京大学憲章」を現・佐々木総長の下で
制定し、「世界の中の東京大学」としての基本理念をつ
くりました。
その前文に書かれていることを抜粋すると、次のよう

に書かれています。
「二十一世紀に入り、人類は国家を越えた地球大の交わ
りが飛躍的に強まる時代を迎えている。日本もまた、世
界に自らを開きつつ、その特質を発揮して人類文明に貢
献することが求められている。東京大学はこの新しい世
紀に際して、世界の公共性に奉仕する大学として、文字
通り「世界の東京大学」となることが、日本国民からの
付託に応えて日本社会に寄与する道であるとの確信にた
ち、国籍、民族、言語等のあらゆる境を超えた人類普遍
の真理と真実を追究し、世界の平和と人類の福祉、人類
と自然の共存、安全な環境の創造、諸地域の均衡のとれ
た持続的な発展、科学・技術の進歩、および文化の批判
的継承と創造に、その教育・研究を通じて貢献すること
を、あらためて決意する。」
と述べています。
このように、これからの東京大学は、今まで以上に国

内はもとよりアジアのリーダーとなり、かつ、世界の中
で活躍していく人材を今まで以上に育て、伸ばしていこ
うとしているのです。
大学の変化についていえば、皆さんは今日、国立大学

の東京大学に入学してきましたが、おそらくこの制度は
皆さん方が卒業される頃には大きく変わっているはずで
す。東京大学も来年四月一日から「国立大学法人東京大
学」となる予定です。従来型の国立大学が日本からなく
なり、各大学が法人格をもった大学になるでしょう。こ
の改革は戦後の一九四九年に新制の大学として再出発し
て以来続いた大学制度の中で、最も大きな変革となるこ
とでしょう。この改革には大きな議論があり、問題点も

たくさん内蔵しています。今までのように、単に、東京
大学出身者であればどこでも通用したという時代は終わ
っており、大学の中で何を学び、各人の中で何ができる
か、ということが一人ひとりに求められているのです。
つい数年前までは、例えば大きな銀行や大会社に入社す
れば、一生安定した収入と将来が、ある意味で約束され
たところがありましたが、今はそのようなことはありま
せん。それは又、国家公務員についても然りです。これ
からは社会の価値観や在り方も大きく変わることでしょ
う。そのような中で、何を自分の中心軸に置くかは、人
それぞれにおいて様々なものがあります。私はある意味
で、このような混沌とした社会や価値観の中でこそ、各
人が自分の哲学と教養、専門性をもつことが必要である
と思っています。
東京大学に入学した全学生は学生生活の第一歩とし

て、最初の二年間を緑豊かな駒場キャンパスの教養学部
で過ごすことになります。今、世界の大学で教養教育の
必要性と重要性が叫ばれていますが、現在、国立大学の
中で教養学部をもっているのは東京大学だけです。その
点も新入生の皆さんにはよく知っておいていただきたい
と思います。教養学部は、東京大学の学部前期課程教育
に一義的に責任を負うという重責を担っています。私達
はこのことを自覚し、「リベラル・アーツ」教育という
基本理念を時代の変化に対応して常に再定義しつつ、前
期課程教育の充実に努めています。皆さんが学ぶ駒場キ
ャンパスでは図書館が新築され、情報教育南棟、学際交
流棟などが今、整備されています。そして、皆さんが入
学後近いうちには、駒場のキャンパスの憩いの場として
の国際学術交流棟の建設も予定されています。私達は学
問と人間形成の場にふさわしい環境作りにも努めていま
す。そして、日本と世界における教養教育のモデルを提
供していくつもりです。
では、今なぜ、教養教育が再び必要となってきている

のでしょうか。それは、地球的視野に立って物事を見て、
判断し、考え、発信することが一人ひとりに求められて
きているからです。そのためには、国境を越えたコミュ
ニケーションが必要であり、異なる言語の理解は必要不
可欠です。各国の文化や歴史、地理、そして年々発達し
ていく自然科学、とりわけ生命科学、情報科学について
の理解を深めていくことを、文系、理系を問わず、私達
一人ひとりが、同時代の知に関する広い見識と共に課題
としていかなければならない時期にきているのです。環

東京大学教養学部長　浅島　誠
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境問題、人口問題、宗教問題、南北問題、エネルギー問
題など、どれ一つとっても一学問分野だけでは解決でき
ず、学際的かつ総合的にみてゆかなければならない問題
として横たわっています。
今の世の中、先行きが見えない中で、自分の将来の夢

を描くことは難しいと思いますが、そのような現状にあ
るからこそ、教養教育が更に重要さを増しているのだと
思います。その夢、又は各人の将来像をめぐって、柔軟
な思考力とそれを受け取り咀嚼する能力をもつことが必
要だと思うのです。入学した時から卒業するまでの四年
間に、どれほどに高度な倫理性と社会性をもつ人間に成
長し、また知の創成ができ、自己を広げていけるかが大
きな課題となるでしょう。知にとって不可欠な基本的技
能の習得にも、時間が必要です。単に与えられたカリキ
ュラムをこなすだけでなく、大学という自由な場の中で
貪欲な知の吸収とその知への冒険、挑戦を行っていく心
と気構えが必要です。東京大学に入るのが今まで目標で
あったのは確かだとしても、それは一つの通過点であり、
各人は今日、この日から再び新しいチャレンジが始まる
のです。その時、自己だけに中心をおいた見方や対応で
なく、個性豊かな人間として視野を広げて欲しい。ある
時には良い仲間と切磋琢磨していくことによって、又あ
る時には今まであまり触れなかった古典に親しみ、学問
の面白さと奥深さをゆっくり噛みしめていくこともでき
るのです。これが真の意味において「知的リーダーシッ
プ」を備えた人間と言えるのです。教養学部という場所
は進取の精神をもって学ぼうとする者にとっては、大き
な力を与えてくれる場所だと思います。ただし、その力
は新入生が単に受け身になるのではなく、能動的に求め
ることによってはじめて発揮されるものです。教養学部
は「リベラル・アーツ」という創設の理念を踏まえ、常
に広い視点から既存の専門を見直しつつ、学際的・国際
的な性格をもつ新しい研究分野を切り開いてきました
が、その成果の上に立って、この変革期に臨もうとして
います。また、社会は男女共同参画社会基本法が制定さ
れ、実行に移されつつありますが、そのような問題にも
充分留意して下さい。男性も女性も等しくお互いに協力

しあい、貢献していくことが求められています。入学さ
れる皆さんが東京大学で学んだ知性と理性に富んだ教養
を身につけて、この混沌としている世の中にあっても、
自分の能力を生かしてください。各自の哲学と勇気、思
考の柔軟性を持つ知性、チャレンジ精神を持って進んで
欲しいと思っています。
東京大学に入学された皆さんの一人ひとりには、これ

から今まで見えなかったり経験したことのない自分や世
界に遭遇されるでしょう。学問の世界においてもしかり
です。そのような時、単にその問題の表面だけをなぞっ
たり、点数のみにこだわるのではなく、その中味につい
ても知的冒険心と知の創成の気構えをもって取り組んで
欲しいのです。
例えば今、私が研究している生命科学の進歩は著しい

ものがあります。それは私達ヒトの成り立ちを理解する
のに役立つゲノム、つまり遺伝子の全塩基配列を読み終
えることを可能にしました。ゲノムの解読は単にヒトだ
けでなく、すでに約五十種類のモデル生物においてなさ
れています。その研究成果の陰には今までどれほど多く
の人が汗を流し、努力したことでしょう。その成果に触
れる時、結果的に見れば一言で片付けられるかもしれま
せんが、そこには多くの人達のデータの上に成り立って
いるのです。その過程もまた成果に劣らず重要なのです。
一つひとつのデータの積み重ねなくして成果はあり得な
いのです。そのようなゲノム研究を通して私達ヒトを再
考してみたとき、そこにヒトのもつ安定性と不安定性、
普遍性と特殊性、人間と他の生物との共存の在り方が見
えてきます。このことは人類の長い歴史の中で新たに大
きな扉が開けられたことを意味します。これをどのよう
に理解し、今後の科学や人間生活に影響を与えていくか
は、私達一人ひとりに課せられた問題なのです。最近の
生命科学の進歩は単に理系の学問にとどまらず、倫理問
題や生命のあり方そのものを問う社会科学、人文科学ま
で及んでいます。理系、文系を問わず、基礎知識又は教
養として必要になっているのです。これからはいろいろ
な面で生物のもつ多様性の意味や、生命のみならず地球
上に存在する物質も含めた各々の物体がもつヒストリー
を踏まえた物事の考え方や見方が重要になってくるでし
ょう。
生命科学を一例として学問の仕方やその拡がりについ

て述べましたが、それはどのような他の分野についても
言えることだと思います。皆さんは今、新しい人生の門
出を迎えています。四年後に大学を卒業する時に有意義
な大学生活であったと心から思えるよう、日々努力し、
人生のポテンシャルを高めて下さい。そのために心身の
鍛練と健康の維持も重要です。新入生の皆さんがこれか
ら東京大学で充実した生活を送ることができることを切
に願って、お祝いの言葉にしたいと思います。

平成十五年（二○○三年）四月十一日

式辞を述べる浅島教養学部長
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卒業式におけるチャールズ　M. ヴェスト学
長の挨拶要旨

今日、私どもは、何年にもわたる勉学と努力の末に世
界有数の大学の一つ、東京大学を卒業される皆さんをお
祝いすべくここに集っております。ご卒業おめでとうご
ざいます。今後とも皆さんがその才能と学識を日本と世
界のために活かしていかれることを心から期待いたしま
す。
現在私たちが共有している世界は、途方もない複雑さ

を示しています。この新しい世紀の夜明けにあたり、私
たちは科学、工学、農学、医学などの領域でかつてない
ほどの可能性と機会を手にしていますが、同時に大きな
問題に直面していることもまた事実であります。私たち
の世界は、一方では私たちを分裂、離間させる力と他方
では私たちを統合、結合させる力、この相反する力の作
用を受けています。私たちは、政略や貧困、憎悪、専制、
そして恐怖のためにますます相互に引き裂かれているの
です。しかし、同時に私たちは情報や技術、私たちの共
有する環境の問題、通商や経済のグローバル化、そして
希望によってお互いに結ばれています。
分裂は私たちの悪しき性向に由来し、統合は私たちの

共有する最善のあこがれに由来するものといえましょ
う。現代は、科学とその応用の歴史の中でもっとも興奮
に満ちた時代であり、私たちはその技術を人類のあこが
れの前進に応用する新しい機会に恵まれています。とり
わけ皆さんは、これらの機会をつかみとり、これを前進
させ、これを人類の生活の向上に利用することができる
のです。

皆さんの前に広がる豊かな可能性を説明するために、
私たちの思考や生活を一新するかもしれない四つの新し
い領域を申し上げましょう。それはまず、環境持続に関
わる重要な課題、人間の精神と頭脳に関する研究、ナ
ノ・テクノロジーの出現、そしてシステム生物学です。
これらの研究領域に目もくらむばかりの前進をもたら

すのは、皆さんの世代にほかなりません。このほかにも
同じような可能性を秘めた領域がありますが、これらは
すべていくつか共通する特徴を備えています。まず、い
ずれも複雑性の極致での研究を必要とします。また、こ
れらはみな伝統的な学問のディシプリンの境界をまた
ぎ、学界と産業界、政府の境界を越え、世界の国々や民
族の別も越えていきます。そして、いずれも開放性のも
とでは花開き、進歩を遂げますが、研究が孤立して進め
られたとき、その進展は妨げられ、遅延するのです。
今、皆さんの前に広がる可能性について申し上げまし

たが、これからは大きな可能性とともに、大きな責任も
ともなってきます。東京大学を卒業されるにあたり、皆
さんは大学で得られた知識のみならず、不思議に思う心、
科学を駆使するとともに、科学が私たちに教えてくれる
喜びをこれからも大切にしていただきたいと思います。
皆さんの任務は未来を構想することです。それにはおそ
らく知識や技術以上のものを必要とするでしょう。皆さ
んは勇気と創造力、そして思いやりの心をもたねばなり
ません。私たちは皆さんに期待するばかりか、むしろ頼
りにしているのです。
皆さんに強く訴えたいのは、世界コミュニティの建設

への参加です。それはさまざまな文化や伝統を包摂しな
がら、それぞれの価値を認め、個人を尊び、すべての
人々の向上にむけて作動し、より大きな世界コミュニテ
ィの一部であることに誇りをもつコミュニティにほかな
りません。このような任務を遂行するのはだれでしょう
か。東京大学の卒業生として、皆さんはこの任を務め、
先導するというかけがえのない立場にあります。皆さん
は何年にもわたる努力をとおして卓越した学識を身につ
けられました。それはいまや特権といえましょう。皆さ
んは責任を持ってこれを賢明かつ適切に用いることにな
るのです。
皆さんが知の前進と人類の進歩に貢献できるかどうか

は、統合や結合の力あるいは分裂の力、そのいずれが勝
っているかにかかるでしょう。境界や壁は分裂を生みま

マサチューセッツ工科大学学長

チャールズ　M．ヴェスト

卒業式風景
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すが、開放性は統合と結合を可能にします。この開放性
はマサチュッーセッツ工科大学と東京大学、ならびにそ
の他の日本の諸大学との間のすばらしい共同関係の欠か
すことのできない基礎でもあります。M I Tが
OpenCourseWareというプログラムを構築することがで
きたのも、本学固有のWorld Wide Webの開放性のおか
げなのです。このプログラムは、二千以上の科目の基礎
教材を全世界の教育者と学生に無料で提供することにな
るでしょう。恐怖とテロリズム、そして世界政略が私た
ちを分断しようとしているいまこそ、開かれたコミュニ
ケーション、開かれた教育、開かれた科学の探究、開か
れた心、そして精神の開放性を保持するために全力を尽
くそうではありませんか。
ここで皆さんにご挨拶を申し上げる栄誉にあずかりま

した私の個人的な経歴について、一言ふれておきたいと
思います。私の少年時代、諸国民は地理的な距離が私た
ちを隔てるよりもはるかに大きな文化的、歴史的、そし
て政治的な相違によって隔てられ、戦争のさなかにあり
ました。その当時、まさかこの私がいつの日かMITの学
長職を務めるとは想像だにできないことでした。まして
や私が東京大学の卒業生の前に立つなどとは思いもよら
ないことでした。
しかし、統合と相互理解の力は増し、私たちの道は合

流するに至りました。私たちは国としても大学としても、
相互に接近をとげたことをうれしく思います。ここ日本
で数多くの個人的な親交を育むことができましたことも
感謝にたえません。さらに、うれしく思いますのは、私
たちが力を合わせて、人類の知の前進に取り組み、地球
環境維持のよりよき僕たろうと努め、コミュニケーショ
ンと理解を改善し、そしてすべての人々がその能力と経
済、健康、安全、自由ならびに機会を発展させることの
できる世界をめざして働いてきたことであります。
私は毎年、MITの卒業生を送る言葉を短い「訓辞」で

しめくくることにしております。そこで今日、私たちの
姉妹校である東京大学卒業生の皆さんにも同じ訓辞を申
し上げたいと思います。“人生の次の段階に旅立つにあ
たり、諸君に言っておきたい。考えられないことを熟考

せよ。現状を疑え。自国と同じく世界で生きよ。よりよ
き未来を夢想しつつ、しかし現代に貢献せよ。諸君の才
能を共有せよ。あらゆる人々と親交を結べ。変わらぬ友
人、型にはまらぬ仲間であれ。時代の真に重要な問題に
目を向けよ。なすことすべてに誠実であれ。学識と才能、
気力を獲得し、知は共有すべき贈り物、この健全な惑星
は慈しむべきもの、そして人間の尊厳と機会はあらゆる
人々に享受されるべき基本的な条件とみなす国と世界の
コミュニティーを建設せよ。”東京大学の皆さん、皆さ
んのご成功とご多幸を心からお祈り申し上げます。

卒業式壇上

卒業式にて挨拶を行うヴェスト学長
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東京大学名誉教授　石井　紫郎

卒業式における石井紫郎名誉教授の挨拶

佐々木総長、御懇篤な御紹介ありがとうございました。
また、この卒業式で卒業生の皆さんに祝辞を申し上げる
機会を与えていただきまして、誠に名誉に存じておりま
す。
卒業式で来賓が祝辞を述べるということは、本学では

去年から始まったと記憶しておりますが、昨年は理科系
の方の卒業式のときに、小柴先生が祝辞を述べられまし
て、その年にノーベル賞を受賞されたわけですので、も
し、私の分野にノーベル賞があれば、多分私もプレッシ
ャーを感じたのかもしれませんが、幸か不幸かございま
せんので、気楽にやらしていただきたいと思います。
私が卒業式でこの講堂に入りましたのは、もう四十数

年前ですから、本当に昔むかしでありまして、そのころ
は２部に分かれるということはありませんで、卒業生数
は多分2,000 人くらいだったと思いますけれども、式は
全部まとめて一回でやる。従って全員式場の中に入れる
わけはないのでありまして、私は開式ぎりぎりにやって
きたため、入れないで２階の廊下でうろうろしておりま
して、ときどき人の肩越しにこちらの演壇の方を見下ろ
しまして、茅誠司総長がお話になっているお姿を垣間見
たのを記憶しております。ただ、何をおっしゃっていた
か全然記憶していないのでありまして、これから私が申
し上げることも、多分そういう運命に遭うだろうとは思
うのですが、とにかく何か祝辞めいたものを申し上げた
いと思います。
申し後れましたけれども、皆さん、おめでとうござい

ます。バーをすれすれという方もあるし、バーが揺れて
いた人もいたかもしれない。いろいろあると思いますが、
いずれにしても、おめでたいことにかわりはありません。
それから、御家族の方々のお喜びもさぞかしと存じま
す。
しかし、― いっぺん持ち上げておいて、「しかし」と

言うのは、よく教師が使うレトリックなんですが ― こ
れから皆さんが背負っていかなければいけない課題とい
うものは並大抵のものではない。私は昭和34年に卒業い
たしました。まさに高度成長に差しかかった時代です。
その年は、公務員の初任給がはじめて１万円を超えた年
であります。そこからどんどんベースアップが続きまし
た。ベースアップはさかのぼって行われるものですから、
その差額が12月に追給されるわけです。その追給分の方
がボーナスよりも多かったという時代で、これを何年か
経験いたしました。まさに日本が追い付き追い越せでど

んどんやってきた時代を生き、そして今まさに佐々木総
長がおっしゃったような困難な時代に差しかかった。こ
れを自分で経験してきたという実感を、この卒業式に招
んでいただきまして、新たにしている次第でございま
す。
皆さんにお配りしてある印刷物に書かれている話に入

りますけれども、これから申し上げたいことは、皆さん
に課せられた課題、それは、いろいろな人によって、い
ろいろな見方でいろいろ説かれますし、まさにその一つ
を今、佐々木先生がおっしゃったわけですが、それにつ
いて私なりに感じていることを、私なりの切り口で表現
しようとするものにほかなりません。
現代社会というものは極めて複雑で見通しがきかな

い。それでも何とかかんとか程度の差はあれ、それなり
の迅速性とか的確性を持って、社会のもろもろの活動が
行われているというのも、これまた事実であります。
我々一人ひとりも周りや未来のことについて、ほんの

わずかしか情報とか知見を持っていないにもかかわら
ず、不安に押しつぶされてどうしようもなくなるという
のは余りない。そういうケースも勿論ありますけれども、
普通はそういうのを杞憂などと言って笑っていられる。
そういう具合になっている。それが可能だというのは、
一言で申せば、社会にもろもろのシステムというのがあ
りまして、これによって今の不安や複雑性を解消してい
る。そういう仕組みがあるからであります。
つまり、社会が複雑性、不確定性に満ちているという

この現実をある意味で単純化し、そして予測が可能なも
のへと変換する仕組み、これが社会のシステムでありま
す。近代社会はいろいろな分野について、それぞれ独自
のシステムをつくり上げ、それを働かせてきたわけであ
ります。法、経済、―経済はもっとブレイクダウンして
財政とか金融とかいろいろ言うべきかもしれませんが
―、あるいは政治、教育もそうです。それから、科学と
いうのも一つのシステムであります。そういったもろも
ろのシステムがつくられまして、その組み合わせによっ
て社会構造全体がつくり上げられているわけでありま
す。
大事なことは、このシステムというのは相互に関連し

合う、法と経済、法と政治は関連し合っている、これは
当然でありますが、差し当たりは一応それぞれのシステ
ムが独立に作動するという約束になっているということ
であります。
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法システムというものを例に取れば、有罪か無罪か、
あるいは合法か不法かというようなことを判定する基準
と、その判断をする手続に関する準則に則って犯罪とか
紛争を処理するという約束事になっているわけでありま
す。
それに加えて別の基準、例えば「人情」だとか「政治

的な配慮」だとか、そういうものを加える、あるいは判
断のプロセスにおいて別のものを持ち込んでくる。例え
ば「永田町」へ行ってお伺いを立ててくるというような
ことです。そういうことをすること自体がシステム本来
の姿ではない。システムというものはそういうものを排
除するという約束になっているわけであります。
まさにこうした近代的なシステムの、つまりそのシス

テムの中に内在する規範とか準則だけによって結論を導
き出していく、その性格が近代社会の発展をもたらして
きたわけでありまして、それを自己準拠性と呼んでおき
たいと思います。こうしたことはシステム社会学の分野
を勉強なすった方には、ある意味で常識的なことですか
ら、何を幼稚なことを言っているのかと思われるかもし
れませんが、ほかの方々もいらっしゃいますし、枕とし
てちょっと述べさせていただきました。
この自己準拠性というのは、複雑な問題の処理に際し

まして、その中からシステムの視点から見て有意味な事
柄だけを取り出して、言わば単純化、あるいは単一次元
化するということによって結論を導き出すということで
ありますから、効率的でありますし、また少なくともそ
のシステムが社会的に認知されている限り、そのシステ
ムによって導き出された結論の正当性を社会が承認す
る、正当性への信頼を社会が寄せる、ということが比較
的起こりやすいわけであります。あるいは、社会の信頼
を期待しやすい、と言うとわかりやすいかもしれませ
ん。
しかも、将来において生ずる問題がどのように処理さ

れるかということの予測もそれによって可能になるわけ
であります。
これこそが近代的なもろもろのシステムのまさにメリ

ットでありまして、これによって人間の社会は近代に入
ってから急速に発展を遂げたわけであります。例を科学
に取ってちょっと申し上げてみたいと思います。
そのパラダイムというのは、アーサー・コンバーグと

いう生命科学者、これは確か1987年のノーベル医学・生
理学賞の受賞者でありまして、そのお弟子さんは東京大
学にもたくさんいらっしゃるはずですが、そのコンバー
グ博士の言葉を借りますと、科学のパラダイムというの
は、「発明は必要の母」。普通は「必要は発明の母」だと
いうわけですが、そうじゃなく逆だと言うわけです。何
か必要なものをつくり上げるために一生懸命科学をやる
というのは本当の科学のパラダイムではない。本当にブ
レイクスルーをもたらし、社会に実際に役立った極めて
偉大な例を取ってみると、ほとんどが実用化とか、必要
性を考えて研究した成果ではない、というのです。
例えばＸ線、これは何も人間の体の中を見ようと思っ

て研究したわけではない。皆さん御存じのとおりです。
ペニシリンもそうです。あれはかびの研究をやった成果
です。それが抗生物質として役に立つということはその
後に出てくるわけです。ですから、「発明は必要の母」
なんだ、そういうふうにコンバーグ博士は言っているわ
けであります。
実は、ノーベル賞の選考委員会も、私の知っている限

りでは、どうやらこのパラダイムを実践しているように
思われるのであります。スウェーデンのアニタ・アペリ
アという女性の生命科学者、これはノーベル賞の医学・
生理学賞の選考委員会の委員長です。この人から私は直
接聞いたのですが、彼女たちの仕事は、どういうやり方
をするかと言いますと、現在、非常に見事に花が咲いて
いる分野、それは今年は何にしようかといろいろ議論し
て決めるらしいんですが、そこで今最先端の仕事をして
いる人を表彰するんじゃない。それに賞を上げるんじゃ
ない。今花が咲いている、その種をまいた人、それをず
っと学問の歴史を遡っていって、たどり着いたその人に
授賞するというわけです。
したがって受賞者の仕事が20年、30年前、あの白川先

生などもそうですが、20年、30年前のものであるという
のは決してめずらしくない。それはまさにそうなんです。
今、花を咲かしている。そこでがんがんやっている人た
ちはいっぱいいる。だけれども、その研究の本当に大本
をつくり出した人というのが授賞対象になると言ってい
るわけであります。
化学賞、これは田中耕一さんが先日受賞されましたが、
どうも私の見る限り、これもまさにそのポリシーを実践
した結果の受賞だという気がするわけであります。
もう御存じだと思いますけれども、田中さんがどうい

うことをされたかというと、非常に分子量の大きなもの
を解析する機械の開発です。対象物質にレーザーを当て
てイオン化して、その速度の違いを測る。そういう機械
を開発しようとされたわけです。しかし、高分子のもの
というのはレーザーを当てると非常に壊れやすい。その
壊れやすいのをグリセリン系の物質を使って壊れにくく
する方法を発見し、それによって目的を達したわけであ
ります。
ところが、彼の研究に基づいて島津製作所がつくった

機械は１台しか売れなかった。それに対して、彼の論文
を読んで、それをもっと発展させたドイツの学者の機械
が、今世界を席巻しているわけです。だけれども、ノー
ベル化学賞の委員会は田中さんを選んだわけです。それ
は、そのドイツの学者が田中さんの論文をちゃんと引用
しているからなのです。田中さんの研究がなければ、ド
イツの学者たちの仕事はなかったであろう。それで田中
さんを選んでいる。それが科学の世界の約束でありま
す。
ここにあるのは、ゼロから10に持っていった人の方が、

10から100 へ持っていった人よりも価値が高いんだとい
う価値観です。そういうパラダイムで科学は支えられて
いる。だからこそ、科学というのはどんどん進んだんで
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す。
つまり、科学の世界ではブレイクスルーを求めてみん

な先へ進む。機械をつくるのはエンジニアの仕事である。
科学は科学でどんどん行く。それが科学の自己準拠性だ
と言えるのだと思います。
田中さん自身は、私はエンジニアですというふうに二

言目にはおっしゃるのですが、私もそのとおりだと思い
ます。というのは、彼は自分の発見した方法を用いて、
すぐ機械の開発に向かって進んだのであって、発見した
方法の背後にある原理を理論的に突き詰めて研究する方
向へは向かわなかった。機械メーカーのエンジニアであ
って、大学の科学者ではない、つまり、｢必要は発明の
母｣の世界の人なのですから、それは当然のことでしょ
う。私は、科学は高尚なもの、エンジニアリングは下賤
なものだと言いたいわけではありません。科学とエンジ
ニアリングは別のパラダイムで動いているということを
申し上げたいのです。
端的に言うと、エンジニアである田中さんが、科学の

賞であるノーベル賞の受賞者になったのには、彼がエン
ジニアリングと科学という、二つのシステムの間を移動
したという偶然が介在していると申してよいかと思いま
す。その偶然とは、彼が科学の論文を書いたことによっ
て、科学のパラダイムに乗ったということであります。
彼が論文にしないで、彼の仕事を使った機械の売り上げ
だけで評価されたら、全然話にならなかったはずです。
実は、彼に論文を書けと勧めた、つまり、彼をエンジ

ニアリングの世界から科学の世界へ導いた科学者がいる
のです。まずアメリカの学者が非常に高く評価した。自
分の説と全く違う新しい成果を田中さんがあるシンポジ
ウムで発表したのに対して、これをフェアーに高く評価
して、アメリカ、あるいはヨーロッパに紹介した。それ
から日本の大阪大学のある先生から是非論文にしなさい
と勧められて、英語の論文をしぶしぶ書いた、と田中さ
んは言っています。それがあったから、彼はまさに科学
の世界に入ったわけです。科学と技術はそこが違うとこ
ろです。
科学と技術というのは、まさに隣り合っていますし、

科学が技術をどんどん進めていくのも事実です。しかし、
科学と技術はパラダイムが違う。田中さんはたまたま論
文を書くということによって、科学のパラダイムに乗り
得たというふうに申し上げていいかと思います。
これでシステムとその自己準拠性については、ほぼご

理解いただけたと思いますので、次の問題に入っていき
たいと思います。それは、それぞれ独自のパラダイムを
持ち、自己準拠性によって動いているという社会システ
ムのもつメリットというのは、あくまでも一応のもので
しかない、という問題であります。
すなわち、自己準拠性によって、結論や成果が効率よ

く導きだされるわけですが、その先の問題、つまり果た
してその結果が、実質的・内容的に本当に妥当なものな
のか、社会にとって受け入れられうるものなのか、とい
う問題になると、いつもそれで良いというわけにはいか

ないからです。 要するに、システムと周囲のいろいろ
なものとの間には、いろんなコンフリクトが起きるもの
であり、システムによって導き出された結果の実質的妥
当性をめぐって、その自己準拠性は外界との間に常に緊
張関係に立つのであります。
法システムを例に取れば、例えば、あれは血も涙もな

い判決だとか、あるいは逆に、もうちょっと重い刑罰を
科してほしかった、というような批判がしばしば出るの
は、法システムに従って下した判決が外界との間にコン
フリクトを起こしている一つの表われであります。
しかし、この緊張に負けて、そして、自己準拠性を放

棄してしまっては、システムそのものの自己崩壊であり
まして、効率的な社会運営の場における敗北を意味する
わけであります。システムがそれを回避しながら、自分
の社会的地位を維持するためには、この緊張関係に打ち
かって、自己準拠性を何とか表向き標榜しながら、自己
改革をしていく。つまり、実質的な妥当性を欠く結論を
導き出さざるを得なかったようなシステムの欠陥を少し
ずつ変えていく。しかし、そのときにもちゃんと自己準
拠性というものを守りながらいかなければならない。そ
ういう営為を続けていかなければならないわけでありま
して、そういう意味で、システムというのはいつでも持
続的に自己塑成と言いますか、自分で自分をより良いも
のにつくり上げていく努力をしなければならないわけで
あります。
しかしながら、とりわけ複雑、不透明、不確実な現代、
特に超高度化した科学技術が支配する21世紀におきまし
ては、このもろもろのシステムは、どうやって自己塑成
を続けていくことができるのかという点で未曾有の試練
に立たされるわけであります。
私の専門に引き付けて法システムを例に取りますと、

法システムの基本を成しているのは、0－1のコードであ
ります。あるかないか。コンピュータと基本的に同じで
す。法律の条文、あるいは法的な命題というのは、これ
これの要件があれば、これこれの法的効果を生ずる、と
いう形をとっている。
「故意または過失により他人の権利を侵害したる者は

卒業式にて挨拶を行う石井名誉教授
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損害賠償の責に任ず」という不法行為法、民法709 条の
命題というのは、その一例であります。権利を侵害しな
ければ損害賠償責任は生じません。日照権とか眺望権と
か、いろいろ新しい言葉がどんどん出てくるのは、今ま
で権利侵害の問題として扱われなかった利害を、権利と
して主張する向きが出てきたからなのですけれども、そ
うやって権利侵害があったかどうか、さらに、その侵害
行為をした者に故意があったか、あるいは過失があった
か。そういう幾つかの要件について0－1のコードで判断
していきまして、全部1111となりますと、責任あり、損
害賠償の責任があるというふうに結論づけられるわけで
あります。
けれども、その0－1のコードが極めて複雑な、あるい

は高度な科学技術的な発展にうまく対応し切れるかとい
うことは、はなはだ難しい問題であります。例えば、あ
る科学技術がもたらす危険、リスクというものについて、
これを今の段階で十分予見できるんだろうか。科学自身、
あるいは技術自身がどんどん発展していくわけでありま
すから、それに伴って何が起きるかわからない。そうい
うときに、何か行為をしようとする場合、ちゃんと危険
を予見したか、あるいはできたかという判断を、前に言
いましたように不法行為法ではすることになっているわ
けですが、科学技術のものすごい発展を考えると、それ
を求めること自体が無理なのかもしれない。そうすると、
それでは何か悪いことが起きたときに責任を負わさない
のか、それもまずい。しからば、責任を負わせるという
道を選ぶ、つまり、故意は勿論、過失もなかったのに結
果責任を問う、というふうに仮にするとしますと、今度
はだれも新しいことは怖くてやらないということにもな
りかねない。そうなると、科学技術の発展をそこで止め
てしまう、あるいはブレーキをかけるという恐れが出て
くるわけであります。
生命科学を例に取りますと、人類は今や遺伝子の解読

という形で我と我が身の設計図を手に入れつつあるとい
うことはしばしば言われるわけですが、大事なことはこ
の設計図というのは、普通の人工物の設計図と違いまし
て、自分で施工していく能力をもっていることです。建
築の設計というのは、大工さんがつくらなきゃだめなん
ですけれども、生命の遺伝子というのは、その設計図に
従って自分でつくっていく、自己施工力を持っていると
いうことでありまして、大変恐ろしいことが起きるのか
もしれない。
ドイツのノルベルト・ボルツという哲学者の言葉を借

りますと、「人間は今や創造主であるとともに、原材料
である」。神様であると同時に創造していく材料になっ
てしまっているというようなことになってきている。こ
れは法システムにとってなかなか厄介な問題でありま
す。遺伝子治療や再生医療によって人類はより幸せにな
るかもしれない、それを可能にする科学技術の発展に無
用のブレーキをかけてはいけない、という声が聞かれる
反面、それは生命倫理を冒す危険があるという声もある
わけです。

法システムというのは、このように、拠るべき経験則
がない世界は、本来苦手なのでありますけれども、だか
らと言って、法システムがその問題を回避して、そこか
ら逃げ出してしまうとすれば、それは法システム自体が
社会システムとしての敗北を宣言することにほかならな
いわけであります。
こういうことは、ほかの分野、ほかのシステムについ

てもいろいろ起きているのではないだろうか。「政治主
導」と「政治家主導」がほとんど取り違えられて、日本
の政治システムは大分おかしくなっている。たしか「政
治主導」と「政治家主導」の区別を最初に言われたのは
佐々木総長だったと思います。専門家はやっぱりいいこ
とを言うなと思っているわけですが、それはともかく、
経済、あるいは財政にしても、これが本当に自己準拠性
を持って今動いているのだろうかとか、考え出すときり
がないくらい、方々でシステムに危機が訪れているとい
うことが言えるのではないかと思いますが、中でも私が
一番憂えているのは、大学というシステムの自己準拠性
が一番揺らいでいる、あるいは大きく揺さぶられている
ということであります。
先ほど申しましたように、自己準拠性は、これまでい

ろいろ周囲との緊張関係の中で自己塑成を続けてきたわ
けでありますけれども、今や在来の手法だけでそれが引
き続き可能だとはとうてい言えそうにない、ということ
を私としては申し上げたかったわけであります。
つまり、各システムが前提としてきたパラダイム自体

が揺らいだとしますと、そのシステムの自己準拠性をど
うやってうまく改造していくか。自己塑成を続けていく
かということははなはだ難しい話ではないだろうか。そ
のためには、言葉の真の意味においてラディカルな発想
の転換、あるいは根源的な省察というものが必要になろ
うかと思います。
例えば、よく言われることでありますけれども、もは

や環境問題抜きで経済システムを語ることはできない。
これは非常に大きな転換でありまして、今までの経済シ
ステムとは違うパラダイムができ上がりつつある。これ
に対応する自己準拠性の構造をどうやって組み立ててい
くのか、法システムにとっても同じ課題が突き付けられ
ているわけであります。
まさに今までだれも経験したことのない難しい課題、

これを担っていくのはあなた方であります。社会に出る
方も、大学にとどまる方も、それぞれが関わるシステム
の自己塑成という、一方では永遠の営みであり、しかし、
今や未曾有の困難に直面している営みを背負っていって
いただかなければならない。あなた方にはそれが課題で
あるということを申し上げまして、私のはなむけの言葉
とさせていただきます。
ご清聴ありがとうございました。



─ 12 ─

№1262  2003.  4. 23

総長の海外出張

平成15年５月８日（木）～５月11日（日）
日本学術振興会ボン研究連絡センター主催「第８回日

独学術シンポジウム」出席のため、ドイツへ出張する。

入学式行われる
─3,336人の新入生が誕生─

平成15年度の入学式が４月11日（金）、日本武道館で
行われた。式には約3,307人の新入生と、その父母など
約5,366人、合わせて約8,673人が出席した。
９時30分、運動会応援部による演舞及び応援歌「ただ

一つ」の練習があり、10時18分、音楽部管弦楽団による
ワーグナー作曲の「ニュールンベルグのマイスタージン
ガー前奏曲」の演奏後、佐々木総長はじめ副学長、各学
部長、事務局長が登壇し、10時30分開式となった。
式はまず、音楽部管弦楽団、音楽部コールアカデミー

による学生歌「足音を高めよ」の奏楽、合唱があったの
ち、佐々木総長が13分にわたって式辞を述べた。続いて
浅島教養学部長の式辞があり、最後に応援歌「ただ一つ」
の奏楽、合唱をもって、11時08分に式を終えた。

一般ニュース�

入学式において式辞を述べる佐々木総長

運動会応援部による合唱
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情報公開処理状況

「行政機関の保有する情報の公開に関する法律」（情報公開法）が、平成13年４月１日から施行され、本学では平成
13年度には116件、平成14年度には127件の請求があった。
平成13年度および14年度に開示請求の対象となった部局別数および開示決定等の状況は以下のとおりである。
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東京大学男女共同参画基本計画（案）の骨子
について、ご意見を募ります

東京大学男女共同参画推進委員会委員長　似田貝香門

１．経過と意見募集の趣旨
本学では昨年から、UT21会議（東京大学21世紀学

術経営戦略会議）のもとに「男女共同参画推進委員会」
を設置し、「東京大学男女共同参画基本計画」（案）の
策定に向けた活動を行ってきました。基本計画は2003

年度中頃を目途として最終決定する予定ですが、その
策定にあたっては広く本学の構成員から意見を募り、
それを反映させてまいります。
その一環として、基本計画案に向けた学生・大学院

生の意見の公聴会（2002年11月20日）、部局に対する
ヒアリングなどを行ってきました。
これらの意見も踏まえて、男女共同参画推進委員会

は、このたび基本計画（案）の骨子をとりまとめまし
た。この骨子に対する構成員の皆さんからの意見を募
集します。

２．募集する意見について
骨子は、「東京大学男女共同参画基本計画」（案）の

（１）基本理念、（２）基本方針、（３）現状把握、（４）
基本方策について、まとめています。このうち、（３）
をのぞく部分について意見（提案）を募集します。
骨子はこちらからご覧下さい。
URL : http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/soumu/jinji/

sankaku/kosshi.htm

３．意見交換会
骨子に関して、男女共同参画推進委員会メンバーと

の意見交換も行えるように、５月16日（金）午後に意
見交換会を開催します。多くの方が、意見を寄せるだ
けでなく、意見交換会にも参加して下さることを期待
します。

東京大学男女共同参画基本計画（案）
の骨子に関する意見交換会

日　時　　2003年５月16日（金）午後1時
場　所　　大講堂（安田講堂）

４．意見募集期間
2003年４月15日～2003年６月15日

５．意見提出要領
氏名（または団体名）、所属、学年または職名、性

別、可能であれば年齢を記して、下記の提出先まで
ｅ-mail、Fax、または郵送にて、お送りください。ご
意見の文字数は、１項目につき1,000字程度を目安と
してください（電話による意見はご遠慮ください）。
また、意見に対する個別の回答は致しかねますが、上

記の意見交換会で男女共同参画推進委員会メンバーと
意見を交換していただくことができます。

６．意見提出先
事務局総務部人事課任用第三掛
〒113-8654 文京区本郷７-３-１
TEL 03（5841）2060、2029

Fax 03（5841）2065
e-mail：ninyou3＠ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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東京大学男女共同参画基本計画（案）の骨子

（1）基本理念
男女共同参画とは、「男女が、社会の対等な構成員

として、自らの意思によって社会のあらゆる分野にお
ける活動に参画する機会が確保され、もって男女が均
等に政治的、経済的、社会的および文化的利益を享受
することができ、かつ、共に責任を担う」ことである
（男女共同参画社会基本法）。東京大学は、男女共同参
画を積極的に推進するために、ここにその基本となる
理念、方針および方策についての基本計画を定める。
人類の学問・研究の歴史は、文明の始まりとともに

古く、人類はこれまで飢餓、病苦、諸種の天災、人災、
貧困、戦禍からの自由を求め、その知的営為を積み重
ねてきた。そのような人類の知的営為の先端は、僅か
な場合を除いて男性によって担われ、高等教育の場で
学術の成果に浴する機会も、長く男性に限られてきた。
1877年に創設された東京大学にあっても、女性の入学
が認められたのは1946年以降のことである。東京大学
がこれまで輩出した卒業生に占める女性の割合はなお
僅かであり、4000人近い教員に占める女性の割合も低
位にとどまっている。
女性が先端的学術に参画する機会に恵まれなかった

原因は、まず社会制度や慣習にあった。そして、その
ような社会制度や慣習を支えていたのは、女性が社会
において果たすべきとされた役割や、女性の能力や特
性が男性とは異なるとする理解であった。新制大学制
度のもとで男女に等しく教育・研究の機会が開かれた
後にも、男女の格差は依然として存在する。この格差
について、男女の能力や特性の違いとして理解しよう
とする傾向も見られる。しかし、現実には性差に基づ
く違いよりも個人差による違いがより大きい。男女の
格差の存在はむしろ、社会制度や慣行が、個人の選択
に対して性別によって異なる影響を及ぼしていること
を示すものといえる。
大学は、学術研究・高等教育の機関として、社会の

制度のあり方や人々の考え方に大きな影響を与える社
会的存在である。このことは、男女共同参画社会の形
成において、大学が社会的に重大な責任を持つことを
意味すると同時に、大学が寄与する可能性の大きさを
も含意している。東京大学がこれまで学術的・社会的
に果たしてきた役割にてらして、本学がこうした責任
と可能性を自覚する必要性はきわめて高い。個人が性
別にかかわりなくその個性と能力を十分に発揮できる
男女共同参画社会の実現を、21世紀の最重要課題と位
置づける男女共同参画社会基本法の精神をうけ、東京
大学は、男女共同参画社会の形成のために主体的役割
を果たすことを決意し、アカデミック・コミュニティ
として男女共同参画を推進するものである。

（2）基本方針
①均等な機会の保障

東京大学を構成する学生、教員、職員のそれぞれ
は、個人としての尊厳を重んぜられ、性別による差
別的取扱いを受けることなく、その能力を十分に発
揮するための均等な機会を保障される。

②男女共同参画を阻害する要因の除去
東京大学の教育研究体制、就業体制、制度、環境、
慣行について、男女共同参画を阻害する要因が存在
しないか絶えず見直し、そうした要因が発見された
場合にはその除去に全力をもって取り組む。

③方針の立案決定への男女共同参画
東京大学の様々な組織・制度の方針立案および決

定への男女共同参画を推進する。実質的な男女の機
会均等を達成するために必要な範囲内で、男女のい
ずれか一方に対して積極的に機会を提供すること
は、積極的改善措置であって差別的取扱いには当ら
ない。

④男女共同参画を推進する教育・学習の充実
東京大学が世に送り出す全ての卒業生が、男女共

同参画社会の形成に必要な基本理念を適切かつ充分
に理解することを確保するとともに、男女共同参画
社会の形成に資する人材をできる限り多く輩出する
ことを、その教育の重要な目標の一つとする。

⑤男女共同参画を推進する研究の充実
東京大学は、男女共同参画の視点に立って諸学問

研究のあり方を検証するとともに、社会の制度や慣
行における男女共同参画を阻害する要因について研
究を進め、その成果を社会に還元する。

（3）現状把握
①学部大学院学生の所属別性別構成
②大学の意思決定機関等における性別構成（学長補佐
等、評議会、部局長等、教授会等、大学運営に助言
する外部委員等、その他）

③非常勤講師の構成
④常勤教員の採用・昇任などの異動、職員の昇任・昇
格

⑤部局別の採用・転入人事の件数、応募者、および学
内昇任人事の件数、候補者の女性比率
⑥職系別・職名別の性別職員数
⑦女性学・ジェンダー研究関連授業開講状況
⑧育児・介護支援制度の利用と施設・設備の整備状況
（休業等の利用、保育設備）
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③理工系その他とくに女性の少ない分野への進学の促進

・理数系の中等教育の改善を働きか ける

・女子高校生のためのオープンキャンパス、女性の進学を

促す学部・研究科ガイダンスなどを、適宜実施する（再

掲）

・本学の理工系女性教官の活躍をアピールする

④男女共同参画を推進するための教員研修

・教官アンケートを実施し、問題点を明確にする

・FD（ファカルティ・ディベロップメント）について全

学的に取り組み、セクシュアル・ハラスメントの防止や

男女共同参画の推進について位置づける

・中学生・高校生およびその保護者に対する情報発信に努

める（理学系研究科）

（4）基本方策
１）教育における男女共同参画

基本項目 部局における対応例

①女性志望者を増やすための取り組みとアドミッション・

ポリシー

・入学案内・入試説明会を含めて多様な機会に、本学が全

学的に男女共同参画を推進していることを表明し、女子

高校生のためのオープンキャンパス、女性の進学を促す

学部・研究科ガイダンスなどを、適宜実施する

・学部学生の女性比率25％、大学院学生の女性比率32％と

いう現状にてらして、学部では30％、大学院では40％と

いう女性比率を、当面（2010年くらいまで）の目標とす

る（農学生命科学研究科）

・学部学生の女性比率13％、大学院学生の女性比率20％と

いう現状にてらして、近い将来に30％、長期的には50％

という女性比率をめざすことを検討する（経済学研究科）

②人権学習、女性学・ジェンダー研究関連授業の推進

・ハラスメントの防止に係る学習の機会を提供する

・ジェンダー関連講義のリストアップをはじめとして、学

部・研究科を横断する全学的なジェンダー教育プログラ

ムの構想を検討する

・教養課程の総合科目としてジェンダー論を設ける（教養

学部）

①女性研究者を増やすための取り組み

・性別により、研究環境・機会等の面でどのような困難が

存在するか、調査する

・学内措置による女性フェローシップの導入等を検討する

２）研究における男女共同参画

基本項目 部局における対応例

②女性学・ジェンダー研究の拡大充実

・女性学・ジェンダー研究にかかわる学内研究者のネット

ワークを構築する

③理工系その他とくに女性の少ない分野への参画の促進

・学術振興会のDC、PD（研究員）に女性枠を設けること

などの検討を働きかける

④非常勤教員の研究機会の改善

・科学研究費補助金の申請資格の改善について働きかける
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①女性職員の採用･登用の促進

・2001年に22.5％だった行政職(一)職員の採用者の女性比

率については、2005（平成17）年度には27.0％以上とす

ることをめざす

・職員採用パンフレットの独自作成を検討する

・2001年に36.5％だった行政職(一)職員の昇任者の女性比

率については、2005年度には43.8％以上とすることをめ

ざす

・昇格者の女性比率についても、同様に増加に取り組む

・行政職(一)以外の職員の採用、昇任及び昇格の比率につ

いても、増加に取り組む

②女性教員増加のための取り組み

・女性教員比率の目標：国立大学協会が申し合わせた目標

（2010年に女性教員比率を20％とする）を念頭に置きつ

つ、当面、学部大学院学生の女性比率が教員の女性比率

にも反映されるよう全学的に取り組む（2002年５月１日

現在で、女性比率は、学部学生で17.7％、大学院学生で

26.3％、教授・助教授・講師で5.0％、助手で12.4％）

・女性比率が、教授では2.2％、助教授では4.7％、助手で

は8.2％という現状にてらして、教授で5％程度、助教授

で8％程度、助手で17％程度をめざす（理学系研究科）

・助手以上平均で５％程度という現状にてらして、2010年

までに10％をめざす（農学生命科学研究科）

・学部の教授・助教授に女性がいないという現状にてらし

て、当面10％に達することをめざすことを検討する（経

済学研究科）

・助手以上平均で12％程度、半数以上の専攻で10％以上と

いう現状にてらして、2015年までには20％の達成が可能

か（総合文化研究科）

・教授・助教授ではゼロ、助手では11.5％という現状にて

らして、当面15％に達することをめざす（地震研究所）

・助手以上平均で11.5％という現状にてらして、当面20－

30％をめざす（分子細胞生物学研究所）

・専任教諭の女性比率が28 .9％という現状にてらして、

50％まで増やす（附属中等教育学校）

・目標を達成する方法：大学として目標を公表し、公募制

の採用など、人材の確保に努める。目標の達成度を評価

し、その背景分析に努め、計画の実効性の向上を図る

・人事選考において、国籍・出身大学とともに性別を配慮

することなどを検討する（工学系研究科）

・研究実績について出産育児期間の制約を配慮することを

検討する（理学系研究科）

・業績における出産育児期間への配慮、評価が同等であれ

ば女性を採用するといった原則を確認する（地震研究所）

・ポジティブ・アクションについて検討する（附属中等教

育学校）

３）雇用における男女共同参画

基本項目 部局における対応例

③均等な処遇（配偶者手当･住宅手当を含む）、非常勤の職

員・教員の処遇の改善を検討する
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②不服申立て制度の確立

・本学における性別による差別的取扱いその他の男女共同

参画を阻害する要因によって不利益を受けた場合に、被

害者の救済を図る不服申立て制度を確立する

③設備施設等の改善整備

・性別にかかわりなく安全で快適に勉学・研究・就業でき

るよう、設備施設の改善整備に努める。とくに安全確保

の観点から全学の設備施設を点検し、改善を行う

④超過勤務の縮減

・従来の取り組みを徹底する

⑤育児等の環境の整備

・学内に保育施設を整備する

・子育て期間の超過勤務の縮減

・子どもの出生に際しての父親の休暇制度、育児休業の取

得率、看護休暇制度、勤務時間短縮等の目標を定める

・休業中・休業後の処遇（昇給等）について検討する

・有期（期間の定めのある）雇用の教職員の休業休暇につ

いて検討する

・介護との両立支援

①セクシュアル・ハラスメントの防止と問題への対処

・現行の体制と取り組みの周知に努め、その機能を点検し

つつ、充実を図る

４）教育研究雇用環境の改善

基本項目 部局における対応例
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①担当組織の構成と任務

・全学的組織として東京大学男女共同参画推進委員会を置

く。同委員会は副学長を委員長とし、部局長のうち総長

が指定する者、および総長が任命する教官により構成さ

れる

・東京大学男女共同参画推進委員会は

ａ．本基本計画にかかる基本的な事項を調査審議する

ｂ．本基本計画等、東京大学が東京大学男女共同参画の

推進のために行う取り組みの実施状況を監視する

ｃ．東京大学の教育研究をはじめとする諸活動が、本学

の男女共同参画の推進に及ぼす影響を調査する

ｄ．以上に関して、総長および関係部局長等に対して必

要な意見を述べる

ｅ．その活動について公表し、広く学内外の意見を募る

・東京大学男女共同参画推進委員会がおこなう監視・影響

調査について、本学の構成員からの申出を受ける

・本学において、性別による差別的取扱いその他の男女共

同参画を阻害する要因によって不利益を受けた場合に、

被害者の救済を図る不服申立て制度を確立する（再掲）

・全学および部局の意思決定過程における男女共同参画を

推進する

５）推進体制

基本項目 部局における対応例

②組織評価と男女共同参画

・中期計画の自己評価の一環として本基本計画の進行管理

を位置づける

・本基本計画の推進に係る学部大学院学生の意見は、教学

に係る学生からの評価にも組み込むことで反映を図る



その後、休憩をはさんでポスター発表が安田講堂の回
廊を使って行なわれました。回廊を埋め尽くした参加者
の熱心な議論、意見交換があり有意義な発表と技術交流
になりました。その後、分野ごとの会場に分かれ口頭に
よる発表が行なわれました。ここでも活発な技術交流が
行なわれました。

一日目の最後に生協中央食堂を使って技術情報交流会
（懇親会）が行なわれました。交流会には小間副学長を
はじめ、佐藤理学系研究科長、大垣工学系研究科長、須
田生産研教授も出席して下さり、500名近い参加者で広
い会場も立すいの余地も無いほどでした。
二日目は朝からあいにくの雨でしたが発表会場は熱気

にあふれていました。各会場とも大きな混乱も無く、五
時前には全ての行事を無事終了することができました。
発足以来の最大規模の技術研究会になり、参加者には

少なからぬインパクトを与えました。終了後、全国から
感謝のメールが数多く実行委員に寄せられ、参加者の技
術業務に対する意識の向上がみられたことにより、実行
委員会としては本研究会が成功裡に終了したことを確信
致しました。
東京大学内外の皆様方のご支援のおかげをもちまして

盛会な技術研究会となりましたことをご報告申し上げる
とともに、ご協力下さった方々に心よりお礼申し上げま
す。

東京大学総合技術研究会実行委員会
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講演者と熱心に討論する参加者

東京大学総合技術研究会が開催される

東京大学総合技術研究会が平成15年３月６日・７日の
両日、東京大学本郷キャンパスの安田講堂、理学部一号
館、化学館、工学部一号館、五号館を会場に開催されま
した。
技術研究会は、全国国立大学・国立高等専門学校・大

学共同利用機関の技術系職員の技術の向上・研鑽を目的
として、毎年、各種技術分野について全国持ち回りで開
催しております。今回の特徴は毎年行なわれている技術
分野の他に、東大独自の技術「文化財保存技術」や大学
ならではの技術「教育実験・演習・実習指導技術」を加
えた結果、総合大学にふさわしい技術研究会となりまし
た。本技術研究会は、東京大学の技官が学部・研究所の
垣根を越えて共同で行なう初めての行事として、開催さ
れました。
発表件数は口頭発表172件、ポスター発表77件の計249

件、参加者は全国52大学・22高専・９共同利用機関等の
参加機関から約900名の技術系職員が集い、活発な討論
および技術交換が行なわれました。
本技術研究会は、工作技術、装置技術、回路・計測・

制御技術、極低温技術、情報・ネットワーク技術、生物
科学技術、機器・分析技術、地球物理観測技術、文化財
保存技術、教育実験・演習・実習指導技術の10の技術分
野を擁して行なわれました。
３月６日は午後から安田講堂で開会式が行なわれまし

た。初めに小間篤副学長による開催挨拶があり、北は北
見工業大学、南は沖縄の琉球大学まで、また多くの国立
高等専門学校等多くの方々が参加されたとの報告と、安
田講堂という東京大学として由緒ある建物に皆さんをお
招きできたことが紹介されると、参加者の中から深い感
動が講堂内に伝わりました。引き続いて吉川弘之元東大
総長の「技術研究とは何か」と題する特別講演がありま
した。吉川元総長は現在産業技術総合研究所の理事長に
なっておられ、産総研の現状を交えて技術研究の有り方、
重要性について話されました。

開催挨拶をする

小間篤東京大学副学長

特別講演をする

吉川弘之元東京大学総長

安田講堂をうめる全国国立大学・共同利用機関からの技

術官等
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ウイグル人留学生の早期復学を求める総長書
簡を中国大使館に手渡す

博士論文作成のため一時帰国中に「国家分裂煽動」な
どの罪で逮捕され、現在中国で服役している人文社会系
研究科博士課程学生トフティー・テュニアスさんの早期
釈放・復学を求める佐々木総長、佐藤愼一人文社会系研
究科長の胡錦涛中国国家主席宛書簡が、4月10日、関係
教官らによって中国大使館教育処に持参され、担当官に
手渡された。
中国新疆ウイグル自治区出身のトフティーさんは、

1998年、近現代中国の民族政策に関する博士論文の資料
収集のため一時帰国した際、ウルムチ市で拘束され、国
家分裂煽動罪及び不法に国家秘密を取得した罪で有期懲
役11年、政治権利剥奪2年の判決を受け、現在ウルムチ
市の監獄で服役中である。関係教官は、トフティーさん
の資料収集などの活動は博士論文作成をめざす学問的な
ものであったという見地から、中国政府に対して彼の早
期釈放を求め、中国要人への書簡送付、教官有志の署名、
ウルムチ訪問、国際連合人権委員会への訴えなどの活動
を行ってきた。

1999年には、蓮實重彦総長、田村毅人文社会系研究科
長の中国大使宛書簡が、2001年には、佐々木総長、佐藤
研究科長の江沢民国家主席宛の書簡が出されており、今
回は中国国家主席の交代に伴い、改めて新国家主席宛に、
トフティーさんの釈放・復学を求めたものである。トフ
ティーさんの指導教官であった佐藤次高元人文社会系研
究科教授（現・早稲田大学教授）、同研究科岸本教授
（アジア文化研究専攻）、金子留学生課長が中国大使館教
育処に赴き、担当書記官に総長・研究科長書簡を手渡し
て事情説明を行うとともに、胡錦涛国家主席への確実な
伝達を依頼した。

（大学院人文社会系研究科・文学部）

東京大学農学部正門改修について

2003年３月23日、夜半の雨が上がり朝から天気も回復
していた。東京大学農学部正門が65年余ぶりに全面改修
されたその日である。日照と風雨に曝されながら1937年
以来、毎日の開閉を繰り返してきた門は木部の腐朽、金
物の脱落、さらには自動車の接触によって使用の限界に
達していた。今回の改修では木部はすべて新材と交換し、
飾り金物はできるだけ補修し、塗装をし直して再使用し
ている。

旧門の木材はタイワンヒノキと推定されているが、框
（かまち）材は四方柾（４面とも柾目）で大径木から木
取りされたことがわかる。鏡板として張られている中央
部の板材も柾目で節もなく、木材の商取引上いわゆる役
物で構成されていた。従って、今回の改修で最も難しか
った点は、旧門に見合った木材を探すことであった。結
果として今回使用した材は尾州ヒノキと呼ばれる木曽地
方のヒノキ材である。予算に限りがある中では最高の材
を使用することができ、旧門の設置時点の姿に復元され
たと言えよう。なお、古い設計図と比較すると実物には
いくつかの相違点があったことも明らかになった。今回
は実物の例にならって改修を進めたが、軸組内部に用い

部局ニュース�

劣化状況

門灯があった頃の農正門（農学生命科学図書館所蔵資料）
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られた補強用のボルトは錆びてしまい、かえって木材の
劣化を招いていた事実を踏まえて、内部は敢えて木材の
みのフレームとして組み上げ、さらに門の上端には雨よ
けを配した。今回の改修によってあと少なくとも65年以
上の寿命が約束されたと信じているものの、木の門の上
には屋根が必要であり、100年後までこの門を残すため
にはできるだけ早期に屋根の設置をすることが望ましい
と考えている。今回使用したヒノキ材は樹齢数百年の貴
重材であり、今後の維持を考える上で、門自体の寿命を
長らえる方策が肝要である。さらに写真や設計図によっ
て、当初は点いていた門灯の形も明らかになり、これも
復元できればとも思う。

大学の門は開放されているのを常とするが、ここでは、
当日設置が終わった直後に撮影した門の全景を掲載す
る。
なお、今回の改修は棟梁田中文男氏の指導により進めら
れた点が多く、ここに記して感謝申し上げる次第であ
る。

（大学院農学生命科学研究科・農学部）

東京大学農学部正門

沿岸国際海洋研究センター銘板除幕式

海洋研究所では、4月10日（木）に「附属国際沿岸海
洋研究センター」の銘板除幕式を行った。当日は、好天
に恵まれ文部科学省、東京大学海洋研究所、大槌町から
は山崎三雄町長をはじめ関係者らを招いて除幕が行われ
た。
国際沿岸海洋研究センターは、これまで海洋に関する

基礎的研究の全国共同利用施設であった、旧大槌臨海研
究センターを改組し、沿岸海洋に関する国際共同研究の
推進拠点として、本年４月に新設された。同センターは
海洋生物などの基礎的な研究を実施する「沿岸生態分
野」、有害物質の沿岸域における影響の研究を実施する
「沿岸保全分野」、沿岸海洋に関する諸課題について、国
際的に共同研究を推進する「地域連携分野」の三分野か
ら成り、今後は国際的な共同利用研究施設として、沿岸
海洋に関する諸課題に取り組むこととなる。

（海洋研究所）

銘板除幕式風景



─ 24 ─

№1262  2003.  4. 23

保安教育『低温講習会』のお知らせ

液体窒素・液体ヘリウム利用者を対象にした講習会を
下記の要領にて開催いたします。この講習会は高圧ガス
保安法で義務づけられている保安教育の一環として行う
ものです。対象者は、主として今年度入学の修士課程一
年生等新たに寒剤を利用し始める学生及び教職員です。
研究室の該当者は、必ず出席するようにお願いいたしま
す。
なお申し込み方法は低温センターホームページ

（http://www.crc.u-tokyo.ac.jp/）低温講習会についてを
ご覧のうえ、5月16日（金）までにお申し込みください。

日　　時：５月23日（金）15時00分～17時00分
場　　所：理学部化学本館５階講堂
講習内容：○高圧ガス保安法の概要

○高圧ガス容器の取り扱い方
○液体窒素・液体ヘリウムの特性と取り扱い
方

○実際の利用手続き、事故例の紹介
○共同利用装置について

連 絡 先：低温センター技官室（内線22853）
（低温センター）

第76回五月祭の期日決まる

本年度の五月祭の開催期日は、４月９日（水）の学生
生活委員会で下記のとおり決定されました。
なお、５月30日（金）午後の学部の授業は、４月21日

（月）の学部長・研究所長合同会議で各学部長の了承
を得、休止となりますのでお知らせします。

記

平成15年５月30日（金）午後　学内公開
５月31日（土）全日　一般公開
６月１日（日）全日　一般公開

（学生部）

「情報倫理ガイドライン」を配布

東京大学情報倫理委員会では、本学の計算機資源の円
滑かつ適正な利用を促進し、教育および研究の充実を図
るべく、このたび「情報倫理ガイドライン」（リーフレ
ット）を作成し、各部局を通じて全ての教職員・学生に
配布しました。
このリーフレットを参考にして、今後とも良好な情報

環境の維持に努めるよう、お願いします。
（総務部）

布施学術基金公開講演会「東洋の文化」第11回

布施学術基金は、故布施郁三博士のご寄付にもとづき、
東京大学人文社会系研究科・文学部の研究・教育に資し
ているもので、第１回東京大学稷門賞を受賞しました。
毎年１回公開講演会を開いて、本学教官・学生のみなら
ず、一般の方々にも聴講して頂いておりますが、本年度
は下記のとおり開催いたします。関心をお持ちの方々に
広く聴講していただきたく存じます。

日　時：５月21日（水）16時00分～17時30分
場　所：文学部一番大教室（法文２号館）
講　師：東京大学名誉教授　高階秀爾氏
論　題：富士山と日本人
主　催：大学院人文社会系研究科・文学部
連絡先：文学部布施学術基金運営委員会委員長

・末木文美士
tel. 03-5841-3754

（大学院人文社会系研究科・文学部）

キャンパスニュース�

掲示板�
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平成15年度保健センター（本郷・駒場支所）週間診療の日程について

本年度の週間診療日程は、次表のとおりです。

本　　郷　　支　　所
平成15年４月１日現在

曜　日

時　　間 月 火 水 木 金 備　　　考

診療科・室

10：00～11：45
豊　岡

藤　澤 上　床 奥　田 藤　澤
水曜午後　担当医師

内　　　科
土　肥 1、3、5週　 岡 ／2、4週　和田

13：15～15：00
藤　澤 鈴　木 上　床 岩　澤 岩　澤 金曜午後　担当医師

岩　澤 [越　野] [岡／和田] 奥　田 [池田／富谷] 1、3、5週　池田／2、4週　富谷

10：00～12：00 [倉　代] 引　地 [松崎（隔月）] [波田野]
予約制（急患・相談・受付

歯科口腔外科
は随時）

13：10～15：00
引　地

[西　條] [宮　路] [藤　原]
２ヶ月に１度木曜午前

（１、３週） 専門医による矯正相談

10：00～12：00 狩　野 [石　本] 狩　野

耳鼻咽喉科

狩　野 狩　野13：15～15：00

10：00～12：00 佐々木 佐々木
佐々木

丸　田 丸　田
予約制

精神神経科
梅　景

13：00～16：00
佐々木

[湊]
梅　景 丸　田

丸　田
[伊集院] [工　藤] [藤　村]

09：30～11：45
消化管透視

放 射 線 室 直接撮影 直接撮影 直接撮影 直接撮影
（月１回）

直接撮影13：15～15：00

午
前

午
後

午
後

午
後

午
後

午
後

午
前

午
前

午
前

午
前

保健センター週間診療日程表
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※第一水曜日の翌日にあたる木曜日の精神神経科は休診

駒　　場　　支　　所
平成15年４月１日現在

柏 健 康 相 談 室
平成15年４月１日現在

曜　日

時　　間 月 火 水 木 金 備　　　考

診療科・室

10：00～12：30 上　原 安　東 張 ［根　来］ 安　東

内　　　科

14：00～16：00 上　原
安　東／

張 石　川
張／

石　川／ 石　川

09：45～11：45 引　地
矯正２ヶ月に１回

予約制

歯　　　科
［松　崎］

２ヶ月に１回木曜午前

［青　柳］ 専門医による矯正相談14：00～16：00

整 形 外 科 ［渡　会］10：00～12：00

皮　膚　科 14：15～15：45
［前川］or

［ニンデル］

10：00～12：40 丸　田 梅　景 ［高　橋］ 佐々木 梅　景
予約制

精神神経科

丸　田 梅　景 ［滝　川］ 佐々木 梅　景13：40～16：00

午
前

午
後

午
後

午
後

午
後

午
前

午
前

午
前

曜　日

時　　間 月 火 水 木 金 備　　　考

診療科・室

内　　　　　科 15：00～17：00 上　床
安東 or 石川

奥　田 土　肥
or 張

精 神 神 経 科 13：30～16：30 肥　田 富　永
金曜日の診療時間は

13：30～15：30
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広報委員会�
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リサーチ・アシスタント

リサーチ・アシスタント（ＲＡ）について、
ここ数年、毎年苦労している。制
度が悪いのか、それとも私が悪い
のか、よくわからないが、ちょっ
と書いてみたい。まずは、人の確
保に苦労している。私のいる教育
学系でも博士課程論文執筆の圧力
が強まっているので、「今の僕に
必要なのはお金よりも時間です
よ」と、博士課程の院生たちはに
べもない。優秀で時間の余裕のあるＲＡ候補者
は、今や希少資源である。
情報収集や加工の仕方のトレーニングも兼ね

て、修士課程の院生に仕事をまかせたいが、修
士課程の者はＲＡにはなれない規定だそうなの
で、断念せざるをえない。彼らに頼める程度の
作業はいろいろとあるし、そうした作業をまか
されることは、研究のノウハウをまだ十分知ら
ない彼らにとって、有益でもあるはずなのだ
が。
ようやくＲＡを引き受けてくれる院生をみつ

けても、そのあとが難しい。理科系と違って、
私の分野では、指導教官との共同研究というの
は少ない。それどころか、「私のテーマの後を
チマチマ追っかけていると、研究者として大成

しないぞ」と、ハッパをかけてい
るぐらいである。だから、ＲＡを
引き受けてくれた学生に頼みたい
作業の多くは、彼ら自身の研究と
は直接的には関わらない。だから、
不満が生じやすい。
計画通りの時間数まで、何でも

かんでも頼んでみた年もあった。
その年にＲＡを引き受けてくれた

院生はすっかり消耗してしまった。博士課程の
院生レベルにしては単純すぎる作業が、やたら
に多かったからだ。別の年には、彼らの個人的
な研究テーマに関連したり、彼らの研究能力の
向上につながったりしそうな作業ばかりを選ん
で、仕事を頼んでみた。その年には、ＲＡ君が
高度に知的な作業をやり、私が単純な作業ばか
りをため込むという、変な事態になった。ＲＡ
をどう使いこなすか、今年も迷いそうだ。

（匿名）

（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№ 1262 2003年４月23日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒113－8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務課広報室　1（3811）3393

e-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

ホームページ http://www.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

◇広報室からのお知らせ
平成15年度「学内広報」の発行日及び原稿締切日を、東京大学のホームページに掲載しました。
URL: http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/soumu/soumu/kouhou.htm
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